
%

年・月齢

首のすわり ねがえり ひとり

すわり

はいはい つかまり

立ち

ひとり歩き

総数 総数 総数 総数 総数 総数

2～ 3月未満 13.1 2.5

3～4 60.3 17.3 0.4

4～ 5 96.5 52.6 2.1

5～ 6 99.6 85.2 11.2 10.1 0.7 0.4

6～ 7 99.6 ０
フ 37.8 28.2 10.5 0.4

7～ 8 99.7 98.3 73.4 62.9 35.4 0.3

8～ 9 99.3 90.7 82.9 67.3

9～ 10 99.6 98:7 94.8 81.5

10-11 99.2 98.8 95.4. 17.0

11-12 99.6 98.0 40.8

1年0～ 1月 未満 59.7

-1～ 2 80.5

2～ 3 89.3

3～4 93.8

4～ 5 99.6

表9-2‐ 般調査による乳幼児の
言語機能通過率

年・月齢 単語を言う

総 数

8～ 9月未満 7.8

9～ 10 14.7

10～ 11 26.3

11～ 12 50.8

1年 0～ 1月 未満 65.7

1-2 75.1

2～ 3 83.6

3,4 89。9

4～ 5 92.7

5～ 6 95.0

6～ 7 97.6
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表10-般 調査による乳汁栄養法の百分率、月齢別、出生年次別               (%)

表11 -般調査による離乳状況の百分率、年・月齢別

月齢 昭和55年 平成2年 平成12年

総 数 母乳 人エ 混合 総 数 母乳 人エ 混合 総 数 母乳 人エ 混合

1～ 2月未満

2～ 3

3～ 4

4～ 5

100.0

100.0

100.0

100.0

45.7

40.2

34.6

29.8

19.3

30.4

40.5

52.2

35.0

29.4

24.9

18.0

100.0

100.0

100.0

100.0

44.1

41.5

37.5

35.3

13:1

24:4

33.1

41.7

42.8

29.4

23.0

４

　

´

３

100.0 (2736)

100.0 (2594)

100.0 (2348)

100.0 (2112)

44.8

42.3

39.4

35.9

11.2

21.1

30.2

39.5

44.0

36.6

30.5

24.5

()内は実数を示す。

年・月齢 総  数 離軍L開始前 離 乳 中 離乳完了・

0年 1～ 2月未満

2γ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10-11

11～ 12

100.0  (166)

100,0  (236)

100.0  (239)

100.0  (286)

100.0  (266)

100.0  (236)

100.0  (292)

100.0  (266)

100.0  (233)

100.0  (257)

100.0  (243)

100.0

100.0

96.7

76.9

16.9

2.1

0,7

0.4

0.4

3.3

23.1

83.1

97.9

99.0

99.6

99.1

93.4

72.0

0.3

0.9

6.2

28.0

1年0～ 1月 未満

1～ 2

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～ 11

11-12

100.0  (298)

100.0  (276)

100.0  (241)

100.0 054)

100.0(232)

100.0  (238)

100.0  (251)

100.0  (268)

100.0 (215)

100.0  (224)

100.0  (230)

100.0  (2フ 6)

0.3

0.7

42.6

23.2

13.3

5.5

5.2

4.2

2.0

2.2

1.4

2.2

0.4

0.4

57.0

76.1

86.7

94.5

94.8

95.8

98.0

97.8

98.6

97.8

99.6

99.6

・(  )内は実数を示す。

- 37 -



表12-般調査による離乳食回数別百分率、年・月齢別
%

年・月齢 離乳食 1回 離乳食2回 離乳食3回

率 累 積 率 累 積 率 累 積

0年3～ 4月 未満

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～ 11

11-12

1年 0～ 1月未満

1～ 2

2.4

12.4

45.5

27.9

8.0

2.2

0.7´

2.4

14.9

60.3

88.2

96.2

98.4

99.1

0.9

3.5

12.6

33.0

28.2

11.1

5.6

「
2.5

0.9

4.4

17.0

50.0

78.2

89.3

94.9

97.4

0.1

0.1

0.5

4.0

8.4

17.3

25.0

18.2

14.2

7.1

0.1

0.2

0.7

4.7

13.1

30.4

55.3

73.6

87.8

94.8

表13-般調査による離軍しの月齢および完了月齢、平均値・標準偏差、出生年次別

出生年次

離 乳 開 始 離 乳 完 了

実  数 平 均 値 標準偏差 実  数 平 均 値 標準偏差

(人 ) (月 ) (人 ) (月 )

平成 6年

7

8

9

10

11

688

905

932

934

1515

3062

5.1

5.2

5.1

5。 1

5.1

5:1

1.3

1.3

1.4

1.2

1.3

1.5

679

894

921

925

1492

1975

12.5

12.7

12.6

12.8

12.8

11.9

2.5

2.6

2.7

2.8

2.4

1.5
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表14病院調査による出生時体位の平均値・標準偏差、性別t
妊娠期間(34週から42週まで)別

妊娠期間 子 女  子
実  数 平 均 値 隼偏壷 き 数 平均

体重
(kg)

34 週
35
36
37
38
39
40
41
42

２

４

８

５

１

２

７

３２

461

583
478
145
15

５

６

２

３

２

２

2.53

2.87

2.97

3.08

3.24

3.30

3.22

0.37

0.38

0.32

0.37

0.37

0.34

0.34

0.39

0.31

２

０

６

１

８

１

９

０

８

１

３

６

０

７

２

１

２

２

３

５

５

２

2.21

2.23

2.55

2.73

2.88

2.98

3.09

3.22

3.37

７

１

１

３

０

０

0.33

0.32

0.31

0.33

0.34

0.38
~0.47

身長
(cm)

34 週
35
36
37
38
39
40
41
42

１

４

７

１

１

２

９

２

５

１

２

７

２３

４５

５７

４６

‐４

‐
―

44.1

45.5

46.5

48.0

48.7

49.2

49.9

50.3

50.4

2.4

212

2.0

2.0

1.8

1.7

1.6

1.8

1.3

０

８

０

３

３

９

７

６

８

１

２

６

９

７

０

０

１

１

３

５

５

２

44.2

44.5

46.7

47.3

48.0

48.6

49.1
６

７

９

９

４

４

2.1

2.3

2.1

1.8

1.7

1.7

1.6

1.8

1.7

胸囲
(cm)

34 週
35
36
37
38
39
40
41
42

１‐

２４

７７

３０

５０

７２

６８

４‐

１５

２

４

５

４

１

28.3

2912

29.9

31.2

31.6

32.0

32.6

32.8

32:9

1:8

1.6

1.6

1.8

1.7

1.4

・
４

・
５

＝

10
29
60
193
372
507
507
214
8

28.6

28.4

29.8

30.8

31.3

31.7

32.1

32.5

33.7

1.7

1.6

1.6

1.6

1.5

1.5

1.4

1.6

1.7

頭囲
(cM)

34 週
35
36
37
38
39
40
41
42

１

４

７

０

０

２

８

０

５

１

２

７

３

５

７

６

４

１

２

４

５

４

１

31.8

31.6

32.2

33.2

33.2

33.4

33.7

33.9

34.6

1.5

1.9

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.3

1.2

１０

２９

６０

９３

７２

０９

０６

‐４

８

１

３

５

５

２

31.7

31.3

32.1

32.7

32.9

32.8

33.1

33.5

33.6

112

1.8

1.2

1.4

1.3

1.3

1.2

1.3

1.0
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表15病院調査による出生時体位の平均値・標準偏差、性別、胎児数別

胎児数 男  子 女  子

実  数 平 均 値 標準偏差 実  数 平 均 値 標準偏差

体  重
(kg)

胎

胎

単

双

1981

62

3.05

2.49

０

　

２

４

　

４

０

　

０

1875

75

2.98

2.39

0.38

0.38

身  長
(cm)

胎

胎

単

双

1941

61

49.0

46.3

１

　

５

２

　

２

1828

70

48.5

45.8

2.0

2.6

胸  囲
(c品 )

単 .胎

双 胎
1937

61

31.9

29.5 ‐

1.7

2.2

1823

70 ´

31.7

29.3

1.6

2.1

頭  囲
(cm)

単 胎
双 胎

1936

61

33.4

32.6

1.4

1.5

1825

70

32.9

31.9

1.3

1.6
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表16-1 -般調査による妊娠中の母親の喫煙の状況

表16-2年齢別、妊娠中の喫煙の状況

表16-3喫 煙本数と性別、出生時の体重、平均値および標準偏差

表16-4喫煙本数と性別、出生時の身長、平均値および標準偏差

平成 2年 平成 12年
人 人

数 697(5.6%) 1005(10.0%)
1～ 2本/日
3～ 5 ~
6～ 10
11本/日以上
不議

１

２

６

６

２

７

５

５

０

１

２

２

１

３

７

６

７

２

８

１

７

１

１

３

３

２

吸わない 総数 11.771(94.3%) 8999(89.8%)
不 16(0.1%) 17(0_2%)

15～ 19離 20～24託 25～ 29歳 30～ 34歳 35～ 39歳 40～46離
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 %

喫 煙 34.2 260 18.9 407 9.9 219 6.6 6.3 8 8.5

蔵し 65.8 1112 80.9 3683 89.9 3122 93.4 895 93.5 86
不 詳 3 0.2 8 0.2 2 0.1 2 0.2

平  成  12 年
男

一可
女    子

標 本 数 平 均 値 標準偏差 標 本 数 平 均 値 標準偏差
k k2 kg kg kコ

0本/日 4.612 3.lC 0.43 4,342 3.02 0.42
1～ 2本/日
3～ 5
6～ 10
11本/日 以 _

44
150
181

117

3.00
７

３

７

９

０

９

２

３

２

９

９

７

６

３

３

３

４

０

０

０

０

６

４

３

９

３

６

９

９

９

５

１

０

９

９

９

９

２

２

２

２

0.42

0.36

0.42
038
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表17-1 -般 調査による母親の喫煙の有無別、父親及び同居者の喫煙の状況

表17-2父親及び同居者の喫煙本数と性別、出生時の体重:平均値および標準偏差

表17-3父親及び同居者の喫煙本数と性別、出生時の身長、平均値および標準偏差

父親及び同居者の喫煙
母親の喫煙なし 母親 の喫煙あり 畳 野 の 喫 煙 不 議 合    計

人 人 人 人

吸 つ 数 3.733 41.57 840    83.6% 5    29.4% 4.578    45,7%

1～ 2本 /日
3～ 5
6～ 10
11～20
21本/日以上
不誰

334
817
86毬

1,371
６

２

９

５

２

２５

‐７

４０

３５

‐３

‐０

１

２

３

１

０

０

１

３

１

０

359
934
1,104

1)709

410
62

オうπミい 4.8451 53.8% 165 16.4% 7    41.2γ 5.017    50.1%

不詳 総 4211 4_7% 0     0.0% 5    29.4% 426     4.391

母親の喫煙な t

父親及び同居者の喫煙

子 女

標 本 数 :1旬
「
百 標 本 数 平 均 値

人 kg kα 人 kg kg

オつπiい 2.499 3.11 0.43 2_322 3.02 0.42

吸う 1～ 2本 /日
3～ 5
6～ 10
11～ 20
21本/日 以上

３

６

４

３

７

６

１

６

０

４

１

４

４

７

１

3.15

3.12

3.12

3.03

3.03

0.39

0.33

0.45

0.43

0.46

９

０

４

７

２

６

０

９

６

４

１

４

３

６

１

3.03

3.00

3.03

3.02

3.00

0.45

0.40

0.41

0.40

0143

な し

父親及び同居者の喫煙

女 子

:数 平 均 値 標準偏差 標 本 数 平 均 値 翼準偏

Cm
′Cm 人 Cm Cm

吸わ な い 2,490 49.3 2.2 2.309 48.8 2.3

吸う 1～ 2本 /日
3～ 5
6～ 10
11～20
21本/日 以上

３

５

０

６

７

６

１

６

９

４

１

４

４

６

１

,49.7

49.5

49.4

49.2

48.9

2.1

2.1

2.3

2.4

2.8

169

397
391

663
143

486
48.7

48.8

48.8

48_8

４

４

０

３

５

２

２

２

２

２
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半 厩 12年
メ

あり 総 数 1817(18.1%)
妊娠中に10回未満
月に1～ 2回
週に1～ 2回

週に3回以上
不詳

０

８

１

１

７

９３

黎

２６

‐４

３

なし 総数 8191(81.7%)
不詳 総数 13(0.1%)

表1871~般 調査による妊娠中の飲酒の状況

表18-2年 齢別t妊娠中の飲酒の状況

表18-3妊娠中の飲酒と性別、出生時の体重、平均値および標準偏差

表18-4妊娠中の飲酒と性男1、 出生時の身長、平均値および標準偏差

15～ 19歳 20～24歳 25～29歳 30～ 34歳 35～ 39歳 40～46歳
メ % 尺 % メ ・ % 0/0

,Aゞ
_ % 人 %

飲酒あり 18 12.3 234 17.C 717 17.5 629 18.8 194 20.3 23 2415
iし 128 87.7 1140 82.9 3375 82.4 2710 81.1 763 79.7 71 75.5
不 1 0.1 6 011 4 0.1

平  成  12 年
子 女

標 本 数 平 均 値 標 準 偏 差 標 本 数 1平 均 値
人 kg kg 人 kg kg

飲まない 4.170 3.09 0.43 3,9851     3.00 0.43
妊娠中に10回未満
月に1～ 2回
週に1～ 2回
週に3回以上

９

１

１

８

８

２

４

６

４

２

１

・

3.12

3.11

3.18

2.99

１

２

８

９

４

４

３

４

０

０

０

０

９

４

０

２

２

２

２

７

４

２

１

3.06

3.07

3.09
,_98

0.37

0.38

0.37

0.40

平  成  12 年

子 女

標 本 数 平 均 値 標準偏受 標 本 数 平 期 値 票準偏差
人 Cm Cm Cm Cm

飲まない 4,1“ 49.3 2.2 3.961 48.7 2.4
妊娠中に10回未満
月に1～ 2回

週に1～ 2回
週に3回以上

０

３

１

８

４９

２２

‐４

６

49.4

49.3

49.5

48.5

2.1

2.1

1.9

4.3

432
223
120
72

49.0

49.1

49.1

48.4

2.0

2.0

1.9

2.1
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30

図11-1幼児の身長体重曲線 (男 )

(身長70～ 118cmのデータを基に2次曲線で近似した成績を採用)

/

/
ノ

′

ノ

/ /ノ
/ノ〆/
/ /ノ/

/ノ//
/ /// /
/ノ // ノ

/

/ // / /
/ノ 7 / /
/ // / //

ノ fノ / / /ノ /

/, // ノ

/ / /

/ //
/

/ /
//

ノ

〆/ / / //
/ノ // / ∠

/

∠ // ノ

ノ / /
// ノ

/ / /

ノ

/ / /
/ / /
// /

70 ‐ 19  9%長 c〃0  110  120
近似式 :Y=0.00206X・2-0.1166X+6.5273

25

20

・ 10

+30%

+20%

+15%

標準値

-15%

=20%
“
ｘ

側
≦

15

5

- 44 -



図11-2幼児の身長体重曲線 (女 )
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近似式 :Y=0.00249X^2-0.1858X+9.0360

(身長70～ 1186mのデータを基に2次曲線で近似した成績を採用)
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別紙

計測器具及び計測方法 (乳幼児身体発育調査必携よ
′
り抜粋)

1.調査の準備           i
(9)必要機材の整備

調査班長は計測用具及び診察用具を、保健所長の指示により、調査当日ま ,

でに整備する。

ア 体重計
デジタル式体重計、分銅式台秤いずれでもよいが、感度が log単位以内
のものを準備する。体重計は、必ず事前に検査 し、目盛 りなどのくるいを

調整しておく。

イ 身長計     ´

乳幼児 (仰臥式)及び学童用または一般用を準備する:それぞれ尺柱な
どが正しく直角であり、横規がなめらかにすべるようなものを準備する。

ウ 巻尺         |
布製の新しい巻尺を準備すること。金属製巻尺は危険を伴うことがある

ので使用しない。                          ′

工 乳幼児一般診察用具
聴診器、打腱器、舌圧子、懐中電灯その他消耗器材など、乳幼児一斉健

診に必要な器具や器材を準備する。

3.調査票の記入要領と記入例
(2)記入要領と記入例

身体計測手技に従って計測された値を記入者が復唱し、誤り

のないよう記入する。体重は少なくと́も 10g単位までとし、デ
ジタル式体重計で数値が表示される場合はその値をそのまま記

入する。身長、胸囲、頭囲はそれぞれlmm単位まで記入する。
一区画にそれぞれ一つの数字を記入し、この際位どりを誤らな
いように注言する。体車で万の桁、身長で百の桁のないときは、
その区画を空白としておく。      .

値

重

長

囲

囲

測
体
射
胸
頭

３
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4.身体計測の手技
(1)計測の一般的注意事項

ア 計測に当たる者は計測の目的をよく理解 し、正しい手技によって正確な

計測を行う。

イ 計測した値が通常の値と著しく異なる場合は、再度計浪lしてまちがいが
ないことを確認する。

ウ 計測値を調査票に記入するときは、計測者が目盛を読み、記入者はその

値を復唱しながら記入する。

(2)体重の計測
ア 乳児の場合は授手L直後の計測はさける。また、幼児の場合はあらかじめ
排便、排尿をすませておく:

イ 原則 として全裸で計測する。 2歳未満の平L幼児は仰向けか座位で秤の台
かかごにのせる。おむつを敷いたり、乳児を布でつつんで計測するときは、

その重量を差し引く。 2歳以上の幼児は台秤に正しく立たせて計測する。

ウ 計測の前後には体重計のO位を確かめる。なお、体重計の中央に被験者
を静かにのせ、指針が静止してから目盛 りを読むっ

土 乳幼児は計測の際泣きあばれることが多いが一瞬力を抜くときがあるの
で、このときの静止した状態での数値を読みとるとよい。

オ 計測の単位は少なくとも 10g単位までとする。ただし、デジタル式体重
計で数値が表示される場合はその値を記入する。

(3)身長の計測
身長計測の場合、 2歳未満の場合と2歳以上とでは計測方法が異なるので

注意する。

ア 2歳未満の乳幼児の場合
(ア)全 裸にした児を仰向けにして身長計の台板上にねかせる。
0 補助者は児の頭頂点を固定板につけ、耳眼面 (耳珠点と眼奮点とがつ
くる平面)が台板と垂直になるように頭部を保持する (図 1参照)。

(ウ)計 測者は乳児の片側に立ち、平L児の頭に近い方の手で乳児の両膝をと
るく台板におさえて下肢を伸展させる (図 1参照)。

0 もう一方の手で移動板をすべらせて乳児の足のうらにあて、足のうら
が台板と垂直な平面をなすようにする。

lt1 l mm単位まで計測する。
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眼寓点

`A)と

耳珠点 てB)tを結んだ直線か台板 (水平面)に基直になる
ょうに頭を固定します。図では頭部を保持するための手を省略しています:

イ 2歳以上の幼児の場合
(ア)全裸か又はパンツ 1枚にして、学童用又は普通の身長計を用いて尺柱
を背に直立させて計測し、 lmm単 位まで読みとる。

(イ)足先は 30° くらしつ角度に開き、踵、臀部、胸背部が一直線に尺柱に
接するようにする。それには胸をあまり張らないようにし、腹部をひか

せるとよい。また、両上肢はかるく手のひらを内側にして自然に垂らす。
(ウ)顎 |まひき、眼は水平の正面をみるようにする。すなわち、耳珠点と眼
鴛点がつくる平面が水平になるようにする (図 2参照)。 これには、補
助者が幼児の顔面と同じくらいの高さから話しかけてやるとよい。この
とき、後頭部は必ずしも尺柱につかなぃこともあるから強く押しつけな.い
こと。

③ 計測者は児の片側に立って、可動水平拝を一方の手で静かに下げてか
るく頭頂部に与れて目盛を読む。

図2 立位身長の計測

眼富点 (A)と 耳珠点 (B)と を結んだ直線が水平になるよ
うに頭を甲定します。
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(a 胸囲の計測
ア 上半身を裸にし、 2・歳未満の乳幼児は仰臥位で、 2歳以上の幼児は立位
で計測する。

イ 両腕を軽く側方に開かせ、片手に巻尺を持ち、巻尺の背面から前方に廻
す。巻尺は左右の乳頭点を通り、体軸に垂直な平面内にあるようにする。

(図 3参照)

ウ 巻尺は強くしめず、皮膚面からずり落ちなぃ程度とする。
工 計測値を読むときは自然の呼吸をしているときに呼気と吸気の中間であ
ること。泣いているときは避ける。また、幼児は胸に力を入れることがあ

るのでこのようなときは話しかけたりして緊張をやわらげるとよい。

オ l mm単位まで計測する。'

図 3 胸囲の計測

巻尺が左右の乳頭点 (⇒ を通り

垂直な平面内にあるようにする。

(5)頭囲の計測
ア 2歳未満の乳幼児は仰臥位で、2歳以上の幼児は座位または立位で、計
測すること。ただし、泣きあばれる乳幼児は母親や付添人が抱いた状態で

もよい。
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.図 4 頭囲の計測

前方は左右の眉の直上、後方は後頭部の一番突出しているところを

通る周径を計測する。前方はひたいの最突出部を通らないことに注

意する。                        
｀

イ 計測者は一方の手に巻尺の0点を持ち、他方の手で後頭部の一番突出し
ているところを確認してあて、左右の高さを同じくらいになるようにしな
がら前頭部にまわして交差し、前頭部の左右の眉の直上を通る周径を計測

すること。このとき注意しなければならないことはひたいの突出部でなく

眉の直上を通ることである (図 4参照)。
ウ l mm単位まで計測する。
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